
２０１８年４月の参考銘柄 ●住友化学（東証1部：4005）（605円, 1,000株単位, 約61万円） 
2018年3月期は汎用樹脂やアクリル樹脂原料の採算性が改善。持ち分法を適用する海外の石
油事業も利益貢献。北米の抗精神病薬も好調。純利益は過去最高に。 

●コマツ（東証1部：6301）（3,512円，100株単位，約36万円） 
世界に営業網。産業機械、鉱山機械も収益源。2019年3月期は、一部機種の値上げや買収関
連費用の減少で連続増益。 

●パナソニック（東証１部：6752）（1,523円，100株単位，約16万円） 
家電首位だが車載、住宅関連を中心とする企業向けビジネスにシフト 2019年3月期はテス
ラへの車載電池や企業向けシステムを伸ばし大幅増益を目指す（ＱＵＩＣＫ日経会社情報）
中国電子商取引（ＥＣ）最大手アリババ集団との協業範囲を拡大し、モノがネットに繋がる
「Ｉo Ｔ」対応の家電を使った新サービスの共同開発にも取り組む（3月31日付日本経済新
聞朝刊） 

●キャタピラー（NYSE：CAT）（$ 145.18） 
1925年創業の建設機械の世界最大手。老朽化が進む米国のインフラ再構築を含めた需要喚起
策をトランプ政権は次の政策の柱に据える。 

●インテュイティブ・サージカル（ISRG：NASDAQ）（$ 401.92） 
「ダ・ビンチ」手術システム（遠隔操作型の外科手術ロボット）を製造・販売する。切開部
分は小さく、患者に少ない手術を提供できるのが特徴。2018年の手術件数は中国や日本での
普及もあり、前期比11～15％（17年同16％増）伸びる見通し。1回の手術毎に700～3,500ド
ルの手術器具が必要でロボットに加えて手術器具・周辺機器が収益の柱となっている。（岩
井コスモ証券） 

●エヌビディア（NVDA：NASDAQ）（$ 226.24） 
米国シリコンバレー（カリフォルニア州サンタクララ）の半導体メーカー。コンピュータの
画像処理の高速化を目的とするGPUを設計・開発。人工知能（AI）やゲーム、仮想現実、自
動運転車といった成長市場に強みを持つ。 

●日本好配当リバランスオープン （岡三アセットマネジメント） 

日経500種平均株価採用銘柄を予想配当利回りの高い順にランキングし、上位70銘柄程度を
投資対象とします。 

●次世代モビリティオープン（為替ヘッジあり／なし）（岡三アセットマネジメ

ント） 
日本を含む世界の取引所上場株式のなかから、次世代モビリティに関連する企業の株式に投
資を行います。 

日本株 

アメリカ株 

投資信託 
右に記載の商品の買付
時の手数料は、約定代
金の３．２４％（税込
み）です。 

2018年4月4日通常取引終値 
国内店頭取引の場合、 
日本円で約30万円程度から 

2018年4月5日終値 
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＊ 目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。 
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